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八
月
十
日
は
「
道
の
日
」、
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。
道
路
に
親
し
み
、
関
心
を
持
ち
、

道
路
の
役
割
を
再
認
識
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
記
事
で
は
、
ラ
ジ
オ
の
交
通
情
報
な
ど
で
よ
く
そ
の
名

が
聞
か
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
関
東
地
方
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
川

越
の
代
表
的
な
道
と
し
て
、
川
越
街
道
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
記
事
の
中
で
は
、
川
越
街
道
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
名

前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
以
降
の
こ
と
で
す
。
江
戸

時
代
は
、「
川
越
往
還
」「
川
越
道
中
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
広
聴
広
報
課
広
報
担
当
・
℡
内
線
２
１
２
４

市役所の前に立つ川越城大手門跡市役所の前に立つ川越城大手門跡市役所の前に立つ川越城大手門跡
の碑。かつてここが川越街道の終の碑。かつてここが川越街道の終の碑。かつてここが川越街道の終
点でした。また、川越藩主は江戸点でした。また、川越藩主は江戸点でした。また、川越藩主は江戸
に向けてここから旅立ちました。に向けてここから旅立ちました。に向けてここから旅立ちました。

川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ川越市とふじみ野市の境界で川越に向かっ
て旧道（左）と新道（右）に分かれますて旧道（左）と新道（右）に分かれますて旧道（左）と新道（右）に分かれます

市内大手町付近。道がクラン市内大手町付近。道がクラン市内大手町付近。道がクラン
ク状になっていますク状になっていますク状になっています
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中山道との分岐点である板橋宿。かつては右に行くと中
山道、左に行くと川越街道でした。現在の道をたどると、
川越街道はここから、国道17号を少し通り、東武東上
線大山駅方面に向かい、国道254号に合流します

板橋宿から、しばらく
首都高速道路の下を歩
きます。昔の旅人が見
たら、きっと驚くこと
でしょう

街
道
の
成
り
立
ち

現
在
は
、
国
道
２
５
４
号
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
川
越
街
道
。
そ
の
起
源
を
た
ど

る
と
、
室む

ろ

町ま
ち

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

長
ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）、
上う

え

杉す
ぎ

持も
ち

朝と
も

は
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

の
親
子
に
、
江
戸
城

と
川
越
城
を
築
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
そ

の
時
、
持
朝
と
敵
対
す
る
古
河
公く

方ぼ
う

に
対

す
る
防
衛
策
と
し
て
、
川
越
か
ら
江
戸
を

結
ぶ
古
道
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
川
越
街
道
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

川
越
街
道
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
の

は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

室
町
時
代
に
基
礎
が
作
ら
れ
た
道
を
、

三
代
将
軍
の
徳と

く

川が
わ

家い
え

光み
つ

が
、
創
建
さ
れ
た

仙
波
東
照
宮
を
訪
れ
る
際
に
整
備
さ
せ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
・
中な

か

山せ
ん

道ど
う

な
ど
の
五
街
道
が
整

備
さ
れ
る
と
、
川
越
街
道
は
中
山
道
の
脇

街
道
と
し
て
の
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
街
道
を
た
ど
る

現
在
、
国
道
２
５
４
号
は
、
東
京
都
文ぶ

ん

京
き
ょ
う

区
か
ら
埼
玉
県
・
群
馬
県
を
通
り
、

長
野
県
松ま

つ

本も
と

市
に
至
る
道
路
で
す
。
そ
の

う
ち
、
川
越
街
道
に
あ
た
る
の
は
、
豊と

島し
ま

区
の
池
袋
六
ツ
又
交
差
点
か
ら
ほ
ぼ
東
武

東
上
線
に
沿
っ
て
、
板い

た

橋ば
し

区
・
練ね

り

馬ま

区
を

通
っ
て
埼
玉
県
内
に
入
り
、
和わ

光こ
う

市
・
朝あ

さ

霞か

市
・
新に

い

座ざ

市
・
三み

芳よ
し

町ま
ち

・
富ふ

士じ

見み

市
・

ふ
じ
み
野の

市
を
通
過
し
川
越
に
入
り
ま

す
。
文
京
区
か
ら
池
袋
ま
で
は
「
春
日

か

す

が

通

り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

現
在
、
東
京
側
の
起
点
は
豊
島
区
で
す

が
、
江
戸
時
代
の
川
越
街
道
の
起
点
に
あ

た
る
の
は
、
中
山
道
の
板
橋

宿
（
板
橋
区
）
で
し
た
。
江

戸
か
ら
川
越
に
向
か
う
に

は
、
こ
こ
か
ら
川
越
街
道
に

入
り
ま
し
た
（
下
図
参
照
）。

川
越
側
の
起
点
は
、
川
越

城
の
大
手
門
（
現
在
の
市
役

所
本
庁
舎
付
近
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

街
道
に
は
、
宿
場
が
置
か

れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
川
越

に
向
か
っ
て
、
上
板
橋
（
板

橋
区
）
・
下
練
馬
（
練
馬

区
）
・
白
子
（
和
光
市
）
・

膝ひ
ざ

折お
り

（
朝
霞
市
）
・
大
和
田

（
新
座
市
）
・
大
井
（
ふ
じ

み
野
市
）
の
六
つ
の
宿
場
で
す
。
こ
の
宿

場
に
は
、
宿
屋
や
休
憩
所
な
ど
が
置
か
れ

ま
し
た
。

川
越
藩
主
の
通
り
道

江
戸
時
代
、
こ
の
街
道
は
、
将
軍
や
幕

府
要
人
の
た
か
狩
り
、
仙
波
東
照
宮
訪
問

な
ど
で
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
よ

く
利
用
さ
れ
た
の
は
川
越
藩
主
の
参
勤
交

代
で
す
。
川
越
街
道
を
通
る
の
は
川
越
藩

主
の
み
で
、
他
の
大
名
が
通
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
勤
交
代
は
、
徳
川
家
光
が
寛か

ん

永え
い

十
二

年
（
一
六
三
五
）
に
出
し
た
「
武
家
諸
法

度
」
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
一
年
お
き
に

諸
大
名
が
江
戸
と
自
分
の
領
地
を
行
き
来

す
る
も
の
で
す
。

参
勤
交
代
で
江
戸
に
向
か
う
と
き
は
、

午
前
零
時
に
川
越
城
を
出
発
し
、
午
前
二

時
か
ら
三
時
の
間
に
大
井
宿
に
到
着
。
こ

こ
で
小
休
止
を
し
て
、
江
戸
に
着
く
の
は

そ
の
日
の
昼
ご
ろ
で
し
た
。

江
戸
か
ら
川
越
に
戻
る
際
は
、
出
発
は

川
越
を
出
る
と
き
と
同
じ
午
前
零
時
、
大

井
宿
に
は
そ
の
日
の
昼
ご
ろ
に
到
着
し
、

小
休
止
。
川
越
に
着
い
た
の
は
夕
方
で
し

た
。行

列
が
通
過
す
る
街
道
沿
い
の
各
地
域

で
は
、
事
前
に
藩
か
ら
注
意
が
出
さ
れ
、

各
地
域
の
名
主
な
ど
代
表
者
が
先
払
い
役

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
各
村
の
名
主
は
、

行
列
が
来
る
と
、
自
分
の
地
域
内
を
先
導

板
橋
宿
周
辺
と
旧
街
道
図
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し
、
隣
の
村
と
の
境
で
引
き
継
ぎ
を
し
ま

し
た
。

脇
街
道
と
し
て
の
川
越
街
道

川
越
街
道
は
、
中な

か

山せ
ん

道ど
う

や
秩ち

ち

父ぶ

に
通
じ

る
脇
街
道
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
し

た
。
五
街
道
の
一
つ
で
あ
る
中
山
道
は
、

通
過
す
る
旅
人
に
加
え
、
参
勤
交
代
で
利

用
す
る
大
名
が
多
く
い
た
た
め
に
混
雑
し

て
い
ま
し
た
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
熊

谷
宿
（
熊く

ま

谷が
や

市
）
か
ら
現
在
の
東

ひ
が
し

松ま
つ

山や
ま

市
を
経
て
、
川
越
か
ら
川
越
街
道
を
経
由

し
て
江
戸
に
向
か
う
旅
人
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
様
に
児こ

玉だ
ま

（
現
在
の
本ほ

ん

庄
じ
ょ
う

市
）
か
ら
川
越
に
通
じ
る
道
も
あ
り
、
こ

の
道
を
使
う
旅
人
も
い
ま
し
た
。

秩
父
へ
向
か
う
道
は
、
現
在
の
小お

川が
わ

町ま
ち

ま
で
は
児
玉
に
向
か
う
道

を
使
い
、
そ
こ
か
ら
山
を

越
え
て
秩
父
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
（
左
下
図
参

照
）。

助
郷
と
し
て
の
負
担

大
名
や
そ
の
家
臣
な
ど

は
、
宿
場
に
用
意
さ
れ
た

人
や
馬
を
優
先
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
宿
に
用
意
さ
れ
る

人
馬
の
数
は
、
街
道
に
よ

り
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
東
海
道
で

は
、
人
百
人
・
馬
百
頭
、
中
山
道
で
は
人

五
十
人
・
馬
五
十
頭
で
し
た
。
川
越
街
道

で
は
、
中
山
道
の
五
分
の
一
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。そ
の
数
で
足
り
な
い
と
き
に
は
、

助
郷
と
い
っ
て
宿
場
周
辺
の
農
村
か
ら
人

馬
が
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
越
の
次
の
宿
で
あ
る
大
井
宿
の
助
郷

に
は
、
現
在
の
寺て

ら

尾お

・
藤ふ

じ

間ま

が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
大
名
行
列
の
場
合
、
助
郷
だ

け
で
は
足
り
な
く
な
る
た
め
、
加
助
郷
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
加
助
郷
に
は
、

現
在
の
高た

か

階し
な

・
福
原
・
大
東
地
区
に
あ
た

る
村
々
が
含
ま
れ
、
大
名
行
列
を
支
え
て

い
ま
し
た
。

川
越
街
道
と
新
河
岸
川
舟
運

川
越
街
道
に
沿
っ
て
、
江
戸
へ
流
れ
て

い
た
新
河
岸
川
。
寛か

ん

永え
い

一
五
年

（
一
六
三
八
）
の
川
越
大
火
以

後
に
、
舟
運
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。舟

運
開
設
当
時
、
物
資
は
主

に
新
河
岸
川
、
人
は
川
越
街
道

を
利
用
す
る
の
が
、
江
戸
へ
の

交
通
手
段
で
し
た
。

し
か
し
、
幕
末
の
文ぶ

ん

化か

・
文ぶ

ん

政せ
い

の
時
代
に
、
外
国
船
が
日
本

沿
岸
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
警
備
に
当
た
る
た

め
、
川
越
藩
の
武
士
が
頻
繁
に
江
戸
へ
向

か
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
武
士
が
優
先
的

に
川
越
街
道
を
利
用
す
る
た
め
、
一
般
の

旅
人
の
利
用
が
少
な
く
な
る
原
因
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天て

ん

保ぽ
う

年
間
に
な
る
と
、
交
通

手
段
の
秩
序
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
新
河
岸
川
の
舟
運
に
今
ま
で

よ
り
速
い
舟
が
登
場
し
、
旅
人
を
乗
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、

川
越
街
道
の
宿
場
を
通
行
す
る
人
が
さ
ら

に
減
り
、打
撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
大
井
宿
を
中
心
に
各
宿
が
、
新

河
岸
川
舟
運
を
行
っ
て
い
た
市
内
の
五
河

岸
を
相
手
取
り
、
道
中
奉
行
に
訴
訟
を
起

こ
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
舟
に
乗
れ
る
の
は
荷
主

の
み
」
と
い
う
裁
決
が
下
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
も
舟
に
乗
る
人
が
い
て
、

宿
場
の
河
岸
に
対
す
る
訴
訟
は
続
き
ま
し

た
。宿

場
に
と
っ
て
、
大
名
や
家
臣
の
通
過

で
は
、
人
馬
を
提
供
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
収
入
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
各
宿
場
に
と
っ
て
は
、
一
般
の
旅
人

が
休
憩
す
る
と
き
、
荷
物
を
運
ぶ
と
き
な

ど
の
収
入
が
頼
り
で
し
た
。
し
か
し
、
武

士
の
通
過
が
増
え
、
一
般
の
旅
人
の
利
用

が
減
る
と
、
宿
場
の
収
入
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
舟
運
に
旅

人
が
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
訴
訟

が
繰
り
返
し
起
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
運
賃
が
必
要
で
し
た
が
、
座
っ

た
ま
ま
で
江
戸
ま
で
行
け
る
舟
が
旅
人
に

と
っ
て
は
魅
力
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
初
め
は
、
舟
問
屋
が
旅
人
を
取
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
だ
い
に
旅
人
み
ず

か
ら
が
、
舟
に
よ
る
旅
客
輸
送
を
望
む
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

新河岸駅近くの地下道にあるモザイク画。並木
道を行く馬と人が描かれています。昔の川越街
道でこのような光景が見られたのでしょう

＝中山道と川越につながる
　江戸時代の主な街道

川越から先の交通図（略図）
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うちでバスの切符を売っていました
新
あら

井
い

與
よ

一
いち

さん（83歳・藤
ふじ

間
ま

・左）

新道は新宿町へ抜ける予定だったそうです
新井庄

しょう

之
の

介
すけ

さん（80歳・藤間・右）

藤間に住む２人に、川越街道に関する話を伺いまし

た。

新井（與）さんは「うちの先祖は、元
げん

禄
ろく

のころにこ

こに移ってきました。その前は、高階南公民館の辺り

にいたようです。街道沿いでは古い方になります。旧

道に成増行きのバスが走っていた当時、うちの前にバ

ス停があって、切符を売っていました。バスに乗る人

を呼びに、その人の家まで行っていましたよ。はじめ

はガソリン車でしたが、戦争が始まってしばらくして

から、木炭車に変わりました。バスは２時間に１本く

らい来たと思います。旧道沿いには橋があって、南側

から一の橋・二の橋・三の橋と呼んでいました。よく、

その川で遊んでいました」

「戦前、今の国道は砂
すな

新
しん

田
でん

を通って、新
あら

宿
じゅく

町
まち

の方に

抜けると工事をしている人に聞きました。今は烏
う

頭
とう

坂
ざか

の方に行きました

が。戦争があって、

戦後はしばらくの

間、新道は未完成

のまま使われてい

ませんでした。旧

道は今の高階中学

校のあたりに、杉並木が500ｍくらいあったと思い

ます。戦後、自動車が普及するまでは、牛車や馬車で

野菜を川越の市場に運んでいました。練馬大根も、旧

道を通って川越に運ばれていましたよ」と新井（庄）

さん。

旧道も国道も、出来た当時から道の幅は変わらない

そうです。旧道沿いの雰囲気は、新道と比べると昔か

らの家が多いため、さほど変わりがないそうです。

杉並木があったという高階杉並木があったという高階杉並木があったという高階
中学校付近。道の幅も昔か中学校付近。道の幅も昔か中学校付近。道の幅も昔か
ら変わりはありませんら変わりはありませんら変わりはありません

明
治
か
ら
現
代
へ

時
代
は
明
治
に
入
り
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
に
政
府
は
「
河
港
道
路
修
築
規

則
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
全

国
の
主
要
道
路
を
一
等
か
ら
三
等
に
区
分

し
ま
し
た
。
川
越
街
道
は
二
等
道
路
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
川
越
街
道
の
名
前
が
公

に
出
て
き
た
の
は
、
こ
の
時
か
ら
で
す
。

そ
し
て
こ
の
時
代
に
は
、
人
力
車
や
馬

車
が
登
場
し
ま
す
。
明
治
十
三
年
（
一
八

八
〇
）
に
白
子
・
浅
草
（
現
在
の
台た

い

東と
う

区
）

間
の
乗
合
馬
車
が
走
り
始
め
、
同
二
十
二

年
（
一
八
九
二
）
に
は
、
川
越
か
ら
万
世

橋
（
現
在
の
千ち

代よ

田だ

区
）
へ
の
乗
合
馬
車

も
登
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
越
か
ら
大

井
宿
へ
の
乗
合
馬
車
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。昭

和
十
六
年
ご
ろ
、
現
在
の
国
道
２
５

４
号
に
あ
た
る
道
路
の
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
同
年
に
発
行
さ
れ
た
川
越
市
の
市
勢

要
覧
を
見
る
と
、
成な

り

増ま
す

（
板い

た

橋ば
し

区く

）
ま
で

の
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

こ
の
道
が
舗
装
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十

年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
同
三
十
二
年

の
市
勢
要
覧
に
あ
る
地
図
を
見
る
と
、
現

在
の
国
道
２
５
４
号
と
旧
道
は
県
道
と
し

て
載
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け

て
は
自
動
車
の
所
有
台
数
が
増
え
、
交
通

量
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
同
三
十
七
年

の
交
通
量
調
査
で
は
、
市
内
に
お
け
る
川

越
街
道
の
自
動
車
通
過
台
数
が
お
よ
そ
一

万
一
千
台
、
翌
三
十
八
年
に
は
お
よ
そ
一

万
四
千
台
、
同
四
十
年
に
は
一
万
六
千
台

を
超
え
ま
し
た
。
交
通
量
の
増
加
は
、
川

越
だ
け
で
は
な
く
、
川
越
街
道
沿
線
の
問

題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
国
道
２
５
４
号
の

成
増
・
新
座
間
や
富
士
見
川
越
有
料
道
路

な
ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

国
道
２
５
４
号
に
な
っ
た
高た

か

階し
な

地
区
の

新
道
部
分
は
、
か
つ
て
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
宅
地
や
レ
ス
ト
ラ

ン
・
量
販
店
・
自
動
車
販
売
店
な
ど
が
あ

り
、
店
の
前
に
は
大
き
な
駐
車
場
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
と
川
越
を
つ
な
ぐ
た
め
に
生
ま
れ

た
川
越
街
道
。
現
在
、
東
京
と
川
越
だ
け

で
は
な
く
、
周
辺
の
自
治
体
を
つ
な
ぐ
道

で
あ
り
、
物
資
が
輸
送
さ
れ
、
店
舗
が
連

な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る

道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
川

越
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
交
通
路
の
一
つ

と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。



平成17年度に市が実施した広聴活

動には、市政懇談会、市民目安箱、イ

ンターネット・専用ファクスを用いた

もののほか、市民アンケート、陳情・

要望（市議会で扱う請願・陳情以外）、

「施設めぐり」や庁舎見学の際に行わ

れるものなどがあります。これらを有

効に活用し、市民の皆さんの意見、提

案などを市政に反映しています。

集計の状況
市政懇談会
各種団体を対象に29回開かれ、延

べ297人が参加しました。その結果、

251件の意見を頂きました。

提案を分野別に見ると「環境・衛生」

に関するものが43件、次いで「福祉」

40件、「教育・文化」38件、「道路・

交通」32件となっています。

市民目安箱（郵便・ファクス・「市政
への提案」メールを含む）
出張所や公民館、図書館など、市内

26か所に設置されている市民目安箱

に投かんされた意見・提案や、郵便・

専用ファクス・インターネットで送ら

れた意見・提案は、舟橋市長がすべて

拝見しています。同年度の投かん件数

は803件でした。

分野別では、上位から順に「道路・

交通」が173件、「施設運営」が99件、

「環境・衛生」が88件となっています。

提案内容を紹介
市政懇談会・市民目安箱で頂いた提

案の一部を紹介します。

懇…市政懇談会
目…市民目安箱
●教育・文化
懇・校舎や体育館の耐震化を
懇・「食と農」の大切さを学ぶ取り組
みを

目・小中学校に２学期制の導入を
目・川越駅付近に音楽ホールの整備を
●健康・医療
懇・レディース検診の定員増を
目・市民病院の整備を
目・こども医療費支給対象年齢の引き
上げを

●福祉
懇・ユニバーサルプランに対する助成
を

懇・特別養護施設の増設を
目・各地域に児童館の設置を
目・ホームレスへの対策を

分野 市政懇談会 市民目安箱 計
１ 教育・文化 38 80 118
２ 健康・医療 18 40 58
３ 福祉 40 58 98
４ 道路・交通 32 173 205
５ 環境・衛生 43 88 131
６ 公園 8 42 50
７ 土地・住宅 9 25 34
８ 施設運営 9 99 108
９ 市職員 0 72 72
10 災害 2 9 11
11 税金 7 6 13
12 都市計画 10 21 31
13 観光 7 23 30
14 議会・選挙 1 6 7
15 その他 82 216 298
合計 306 958 1,264

●道路・交通
懇・川越シャトルの増便を
懇・通学用の歩道整備を
目・死亡事故が起きた交差点の安全対
策について

目・オートバイ専用駐車場の設置を
●環境・衛生
懇・タバコ等のポイ捨て禁止の条例化
を

目・家庭ごみの戸別収集の実施を
目・公共施設のアスベスト対策につい
て

●公園
懇・ドッグランの設置を
目・公園の砂場にさくの設置を
目・ボール遊びができる公園づくりを
●土地・住宅
目・住宅の新築・改築への支援を
●施設運営
懇・公民館の建設について
目・公共施設に授乳室の設置を
目・公共施設の予約方法の改善を
●その他
懇・優良工事の表彰について
懇・企業誘致の促進を
目・職員数の削減について
目・本川越駅の西口開設を
目・蔵造りの通りで歩行者天国の実施
を

目・市役所の土曜開庁を
目・若年者の就労に支援を

提案は生かされています
市政懇談会・市民目安箱に寄せられ

た意見・提案で実施したものは次のと

おりです。

■国民健康保険証の個人別カード化
を＝被保険者の利便性の向上を図る
ため、平成17年10月から１人１枚

の個人カードに変更

■廃止された交番を活用して防犯拠点
の整備を＝廃止された２つの交番
を、地域自主防犯ステーションとし

て10月に開設する予定

■夕方の音楽放送の放送時間繰り上げ
を＝４月～８月の放送時間を、午後
６時から午後５時に変更

皆さんの提案をお待ちしています
市では、開かれた市政・対話の市政

を進めるために、今後も市政懇談会・

市民目安箱などの広聴活動を続けてい

きます。

また、市ホームページ「市政への提

案 」、 市 政 へ の 提 案 フ ァ ク ス

（FAX222－5454）もご利用ください。

市民の皆さんから寄せられたご意

見・ご要望を、市政に反映するように

努めます。皆さんからの提案をお待ち

しています。

平成17年度 川越市の広聴活動 問い合わせ…広聴広報課広聴担当・℡内線2121

市政懇談会・市民目安箱
分野別意見件数集計表

＊１つの意見が複数の分野にまたがるこ
とがあるため、本文中の意見件数とは一
致しません。

①＝すでに実施・解決・改善している
②＝今後、実施・解決・改善の予定
③＝実施・解決・改善に向け、調査・

検討・努力する。またはしている
④＝他の機関へ要望・連絡する。また

はしている
⑤＝実施・解決・改善が不可能・困

難・不要なため、現状どおり
⑥＝その他

市政懇談会・市民目安箱意見検討結果

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

①3.7％

②5.2％

④5.3％

⑤15.2％

①22.9％

②15.7％

③38.6％

④4.2％
⑤5.2％ ⑥29.9％

⑥13.4％

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

③40.7％

市政懇談会 市民目安箱
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ご存じですか？　借りたお金の利息について

市議会６月定例会の最終日に、埼玉弁護士会か

ら提出された請願が議会で採択されました。

これは､出資法（略）の上限金利を利息制限法

の制限金利まで引き下げることなどを求める内容

で、経済的弱者の保護がその理由です。

市民の皆さんは、相手が誰でも、お金の貸借に

ついての利息が法律で、どう規定されているかご

存じでしょうか？　あまり貸し借りに縁がない方

でも参考にしてください。

日本では、貸金の利息について基本となるのは、

利息制限法という法律です。内容は10万円未満

では年20％、10万円以上100万円未満では年

18％、100万円以上では年15％が上限となって

います。これ以上の利息を決めても無効ですので、

上限以上の利息は払わなくていいのです。

ところが、利息制限法のほかに出資法と貸金業

規制法（略）という法律があります。出資法で

は､年29.2％を超えると処罰されることになって

いるため、年29.2％を超えない範囲で、規定を

超えた利息を取っている例が多く見られます。ま

た、貸金業規制法で利息制限法を超える利息を任

意で払った場合は有効とする、みなし弁済規定が

あるため、利息制限法より高い利息を取っている

場合が多いのです。

裁判所は、これらの超過利息について、きわめ

て厳格に解して借りた側の利益に解釈して判決し

ていますので、よけいに払う必要はなく、払った

ら返金の請求をしてください。ただし、借りたお

金はいずれ返さないといけませんので、慎重に考

えて借りるべきです。

市市市長長通通信信 第３号

川越市長　舟橋功一

屋上緑化・壁面緑化補助金交屋上緑化・壁面緑化補助金交屋上緑化・壁面緑化補助金交
付制度を10月から始めます付制度を10月から始めます付制度を10月から始めます
市では、近年深刻化している地球温暖化やヒー

トアイランド現象への対応策として、10月から市

民や事業者の皆さんが市街化区域内の建築物に屋

上緑化・壁面緑化を行う際に補助金を交付します。

補助対象
市街化区域内の建築物で、新たに屋上緑化・壁

面緑化を行う場合。または、既存の屋上緑化・壁

面緑化の全面改修を行う場合。

＊他の制度で同様の補助を受ける場合、屋上緑化

などの資材の販売促進のために見本施設を設置す

る場合は対象外です。

補助の要件
屋上緑化…固定式の植栽基盤を整備し、３m２以上

緑化する

補助資材を設置する壁面緑化…補助資材の設置面積

が３m２以上である

屋上などから、つる性植物を下に垂らす壁面緑化…

植栽基盤の延長距離が３m以上で、１m当たり３

本以上植栽する

＊いずれも、補助金の交付を受けた日の属する年

度の翌年度から、５年以上適正な維持・安全管理

に努めてください。

補助の対象になる経費
植栽基盤・壁面緑化用補助資材・水やり用の設

備・排水設備、植栽などの整備および資材の運搬

に要した経費。

補助金額
屋上緑化…１m２当たり20,000円（上限400,000

円）

補助資材を設置する壁面緑化…１m２当たり5,000

円（上限100,000円）

屋上などから、つる性植物を下に垂らす壁面緑化…

１ｍ当たり10,000円（上限200,000円）

＊補助金の額は補助対象経費の半額または、補助

金単価額に緑化面積または植栽延長距離を乗じて

得た額のいずれか少ない額になります。

申請方法
事前に環境政策課と相談のうえ、着工の20日以

上前に申請書を提出。

＊10月２日席から申請を受け付けます。それより

前に相談をお受けします。

問い合わせ…環境政策課みどりの係・℡内線2615

＊
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
」
は
休
み
ま
す
。



ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
…
契
約
課
工
事
契
約

係
・
内
線
２
２
５
２

建
築
台
帳
記
載
事
項

証
明
書
な
ど
の
交
付

に
つ
い
て

九
月
一
日
昔
か
ら
、
建
築
確
認

申
請
な
ど
の
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
内
容
を
証
明
す
る
、
建
築
台

帳
記
載
事
項
証
明
書
を
一
件
四
百

円
で
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
建
物
を
建
て
る
た
め
に

指
定
を
受
け
た
道
路
で
あ
る
道
路

位
置
指
定
の
図
面
の
写
し
、
建
築

確
認
申
請
書
な
ど
の
概
要
が
記
載

さ
れ
て
い
る
「
建
築
計
画
概
要
書

等
」
の
写
し
も
、
同
額
で
交
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
建
築
指
導
課
管
理

係
・
℡
内
線
３
２
４
１

埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
入
札
参
加
資
格
更

新
申
請
説
明
会
を
開
催

平
成
十
九
年
度
・
同
二
十
年
度

に
発
注
す
る
工
事
ま
た
は
業
務
の

請
負
の
入
札
参
加
業
者
の
登
録

を
、「
電
子
申
請
」
で
受
け
付
け

る
た
め
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。県

内
西
部
地
域
の
説
明
会
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
…
「
建
設
工
事
」「
設
計
・

調
査
・
測
量
」
お
よ
び
「
土
木

施
設
維
持
管
理
」
に
係
る
、
埼

玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム

の
業
者
Ｉ
Ｄ
を
持
つ
方

日
時
…
９
月
12
日
惜
、
午
後
２
時

〜
会
場
…
狭
山
市
市
民
会
館
（
狭さ

山や
ま

市
）

＊
説
明
会
の
詳
細
や
申
請
受
け
付

け
の
日
程
は
、
後
日
、
市
の
ホ
ー
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戦
中
・
戦
後
の
生
活
　-

写
真
と
資
料
に
よ
る
ミ
ニ
展
示-

終
戦
時
と
戦
後
の
生
活
の
様
子
を
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
展
示
。

日
時
…
８
月
19
日
析
〜
30
日
戚
（
21
日
席
・
25
日
昔
・
28
日
席
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
…
市
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

経
費
…
無
料

問
い
合
わ
せ
…
総
務
課
総
務
係
・
℡
内
線
２
２
１
１

市
職
員
・
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す

職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資

格
・
初
任
給
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
七
月
十
日
発
行
の
広
報
川
越
一

一
三
〇
号
・
六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
市
職
員

事
務
職
Ⅰ
・
事
務
職
Ⅱ
・
事
務

職
Ⅲ
・
土
木
職
・
建
築
職
・
電
気

職
・
化
学
職
・
機
械
職
・
獣
医
師

職
・
薬
剤
師
職
・
保
健
師
職
・
栄

養
士
職
・
保
育
士
職
を
募
集
し
ま

す
。

●
受
験
申
し
込
み
（
郵
送
不
可
）

受
付
日
時
…
８
月
14
日
席
〜
16
日

戚
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
会
場
…
本
庁
舎
七
階
７
Ａ
会

議
室

●
採
用
試
験

試
験
日
…
９
月
17
日
隻

試
験
会
場
…
市
立
川
越
高
校

■
身
体
障
害
者
の
採
用
試
験

（
点
字
に
よ
る
受
験
が
で
き
ま
す
）

事
務
職
Ⅳ
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
申
し
込
み
（
郵
送
不
可
）

受
付
日
時
…
８
月
14
日
席
〜
16
日

戚
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
会
場
…
本
庁
舎
七
階
７
Ａ
会

議
室

●
採
用
試
験

試
験
日
…
９
月
15
日
昔

試
験
会
場
…
北
公
民
館

●
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布

職
員
課
（
本
庁
舎
四
階
）
・
出

張
所
・
南
連
絡
所
（
ア
ト
レ
一

階
）
・
川
鶴
連
絡
所
・
本
川
越
駅

証
明
セ
ン
タ
ー
（
西
武
本
川
越
ペ

ペ
二
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

点
字
に
よ
る
募
集
案
内
・
申
込

書
は
、
職
員
課
の
み
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・

℡
内
線
２
２
３
１

■
消
防
職
員

川
越
地
区
消
防
組
合
で
は
、
消

防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
申
し
込
み
（
郵
送
不
可
）

受
付
日
時
…
８
月
21
日
席
〜
23
日

戚
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
付
会
場
…
消
防
局
（
神し

ん

明め
い

町
ち
ょ
う

四
八-

四
）

●
採
用
試
験

試
験
日
…
９
月
17
日
隻

試
験
会
場
…
消
防
局
（
受
験
者
が

多
数
の
場
合
、
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

●
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布

消
防
局
・
消
防
署
・
分
署
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
消
防
局
総
務
課
職

員
担
当
・
℡
２
２
２-

０
７
４

１

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●熱中症に注意 総合保健センター健康増進係・℡229－4121
熱中症を起こしやすい時期です。熱や日光に長時間さらされないようにして、こまめに水分をとるよう心がけましょう。

●献血にご協力ください　～移動採血車がやって来ます～ 保健総務課医事・薬事係・℡227－5101
８月22日惜、午前10時～正午・午後１時～４時。市役所本庁舎前。

●平成18年度埼玉県職員採用初級等試験および民間企業等職務経験者試験 埼玉県人事委員会・℡048－822－8181
受付期間は、８月14日席～25日昔。受験案内は、８月25日昔まで西部地域創造センターなどで配布。

●訂正 広報川越№1131・４ページ「成田空港行き高速バスが、１日６便から８便に」 総合交通政策課都市交通政策担当・℡内線3261
成田空港行きの、川越駅西口発時刻　誤＝13：20 正＝13：30 ご迷惑をおかけしました。



人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運

動
強
調
月
間

八
月
は
埼
玉
県
の
「
人
権
尊
重

社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
月

間
」
で
す
。

強
調
月
間
中
は
、
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に

よ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
、
こ

の
運
動
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
八
月
二
十
九
日
惜
に
は
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ（
さ
い
た
ま
市
）

で
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
人
権
推
進
課
人
権

推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

固
定
資
産
税
な
ど
を

減
免
し
ま
す

私
道
の
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免

私
道
に
課
税
さ
れ
た
固
定
資
産

税
な
ど
は
、
所
有
者
の
申
請
に
よ

り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
公
衆
用

道
路
と
同
じ
よ
う
に
利
用
さ
れ
て

い
る
面
積
が
明
確
な
私
道
で
す
。

な
お
、
個
人
が
公
道
と
の
出
入

り
に
利
用
す
る
道
路
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
土
地

係
・
℡
内
線
２
３
６
６

て
も
応
じ
て
い
ま
す
。

●
ビ
デ
オ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）

生
き
て
ま
す
、
15
歳
▼
障
害
者
そ

れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
　
そ
れ
ぞ
れ
の

自
立
▼
い
ま
、
部
落
を
語
る
若
者

た
ち
▼
ソ
ー
テ
サ
ワ
サ
ワ
▼
新
し

い
風
（
字
幕
入
り
）
▼
大
地
の
母

き
く
ゑえ

▼
エ
ー
ル
を
贈
る
バ
ス
▼

に
し
た
16
ミ
リ
映
画
・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ

デ
オ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
の
研
修
会
な
ど
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
16
ミ
リ
映
画
を
上
映
す

る
た
め
の
映
写
技
師
の
派
遣
、
各

種
団
体
の
研
修
会
の
企
画
お
よ
び

講
師
の
派
遣
な
ど
の
相
談
に
つ
い

心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
▼
陽ひ

だ
ま

り
の
家
▼
あ
な
た
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
▼
え
せ
同
和
行
為
排
除
の
た
め

に
▼
お
は
よ
う
の
声
が
響
く
街
に

▼
明
日
が
あ
る
か
ら
▼
同
級
生
▼

セ
ピ
ア
色
の
風
景
▼
風
か
よ
う
道

▼
ト
モ
ダ
チ
▼
バ
ー
ス
デ
イ
　
レ

ス
ト
ラ
ン
▼
夢
、
空
高
く
▼
今
、

光
っ
て
い
た
い
▼
ら
く
が
き
▼
あ

か
ね
雲
▼
心
の
架か

け
橋
▼
蛍
の
舞

う
街
で
（
ア
ニ
メ
）
▼
お
ー
い
！

▼
に
じ
い
ろ
の
ふ
し
ぎ
な
い
し

（
ア
ニ
メ
）
▼
サ
ン
セ
ッ
ト
・
サ

ン
ラ
イ
ズ
▼
あ
し
た
の
足
音
▼
し

き
じ
き
ょ
う
し
つ
▼
贈
ら
れ
た
湯

飲
み
茶
碗わ

ん

▼
み
ん
な
地
球
市
民
▼

芽
吹
き
（
ア
ニ
メ
）
▼
根
雪
と
け

る
頃こ

ろ

▼
明あ

き

子こ

の
ハ
ー
ド
ル
▼
花
束

▼
き
ず
な
（
ア
ニ
メ
）
▼
母
た
ち

の
応
援
歌
▼
我わ

れ

ら
心
を
つ
な
げ

●
16
ミ
リ
映
画

港
町
の
小
さ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▼

勇
気
へ
の
出
発
▼
わ
か
り
あ
え
る

季
節
▼
だ
ん
じ
り
囃
子
▼
春
を
ま

つ
雪
▼
想お

も

い
出
の
海
▼
ビ
ッ
グ
タ

ウ
ン
ふ
た
り
の
朝
▼
母
の
日
記
▼

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

よ
！

明
日
の
空
へ
▼
旅
路

▼
太た

郎ろ
う

の
か
が
み
▼
出
会
い
▼
自

立
す
る
▼
あ
ざ
や
か
な
青
春
▼
新

た
な
る
出
発
▼
春
の
汽
笛
▼
春
を

呼
ぶ
う
ず
し
お
▼
心
　
そ
の
き
ず

な

９９９ 広報川越№1132・2006.８.10広報川越№1132・2006.８.10広報川越№1132・2006.８.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

防災に関するお知らせ 防災課防災担当・℡内線2241

■災害時における、生鮮食料品・特別法律相談に関する協定を締結
市は７月７日に、いるま野農業協同組合（小

お

澤
ざわ

稔
とし

夫
お

代表理事組合長）と「災害時等に
おける生鮮食料品等の優先供給等に関する協定」を締結（写真左）、埼玉弁護士会川越
支部（新

あら

井
い

賢
けん

治
じ

支部長）と「災害時における特別法律相談に関する協定」を締結（写真
右）しました。
「災害時等における生鮮食料品等の優先供給等に関する協定」は、災害が発生したと
きに、いるま野農業協同組合が市に生鮮食料品や精米などを優先的に供給し、また、応
急仮設住宅建設用地などに使用する農地をあっせんするほか、災害に備えて自給食料を
栽培するための市民農園のあっせんを行うものです。「特別法律相談に関する協定」は、
阪神淡路大震災で法律相談を求める市民が多かった教訓を得て、災害が発生したときに
埼玉弁護士会川越支部が市民の法律相談を行うものです。
防災協定については、今後も多くの団体や機関と締結し、市民の皆さんの安全・安心
を確保していきます。

■第27回川越市総合防災訓練
８月27日隻、午前８時～11時15分
ことしの総合防災訓練は、市内の防災関係機関と山田地区８自治会の協力により、山
田小学校で行います。
市内で震度６（強）の地震が発生したことを想定し、災害対策本部設置訓練・避難所
設置訓練・ヘリコプターによる救出救助訓練などを行います。当日は、午前８時に山田
小学校の防災行政無線から訓練用の地震情報を放送します。あらかじめ、ご承知おきく
ださい。また、訓練中は会場周辺の道路の混雑が予想されます。警察官などの指示に従
って通行し訓練にご協力ください。

守
り
た
い
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の

大
切
な
人
権

市
で
は
、人
権
問
題
を
理
解
し
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら

共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
人
権
問
題
の
啓
発
を
テ
ー
マ



送
付
し
て
い
ま
す
。
入
院
の
際
に

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
方
を
対
象
に
、
経

過
措
置
が
八
月
か
ら
二
年
間
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

①
世
帯
で
住
民
税
を
課
税
さ
れ
て

い
る
方
が
、
昭
和
十
五
年
一
月

一
日
以
前
生
ま
れ

②
平
成
十
七
年
の
合
計
所
得
金
額

が
、
百
二
十
五
万
円
以
下
の
方

の
み
の
世
帯

①
と
②
を
共
に
満
た
す
場
合
、

同
じ
世
帯
に
い
る
住
民
税
非
課
税

の
方
は
減
額
認
定
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
福
祉
医
療
課
老
人

医
療
係
・
℡
内
線
２
５
３
３

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）

に
上
積
み
す
る
制
度
で
す

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し

た
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
民

年
金
基
金
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

認
可
を
受
け
た
公
的
な
法
人
で

す
。
設
立
か
ら
運
営
ま
で
を
厚
生

労
働
省
が
指
導
・
監
督
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
を
、
受
け
取
る
年
金
に

場
合
、
申
請
す
る
と
「
老
人
医
療

の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
減
額

認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、

今
年
度
も
減
額
認
定
の
対
象
と
な

る
方
に
は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を

広報川越№1132・2006.８.10広報川越№1132・2006.８.10広報川越№1132・2006.８.10 川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ 101010

っ
た
場
合
、
そ
の
期
間
に
対
す
る

基
金
の
年
金
や
遺
族
一
時
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

資
料
の
請
求
・
加
入
の
申
し
込

み
は
、
埼
玉
県
国
民
年
金
基
金

（
〒
３
３
０-

０
０
６
４
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
岸
町
七
丁
目
一
一-

二
・
℡
０
１
２
０-

６
５
４
１
９

２
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民

年
金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市
で
は
、
主
に
市
内
に
住
む
聴

覚
障
害
者
を
対
象
に
手
話
通
訳
者

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
生
活
全
般

（
手
続
き
や
相
談
な
ど
）
・
教

育
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
詳
し
く
知
る
た
め

の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
説
明

は
、
手
話
で
行
い
ま
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
…
８
月
20
日
隻
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
…
南
公
民
館

対
象
…
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害
者

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
・
℡
内
線
２
５
４

６
・
FAX
２
２
５-

３
０
３
３

つ
い
て
は
公
的
年
金
等
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
方

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
、

日
本
国
内
に
居
住
す
る
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
な

ど
）
で
す
。

＊
国
民
年
金
保
険
料
を
全
額
免

除
・
一
部
免
除
さ
れ
て
い
る
方
、

国
民
年
金
任
意
被
保
険
者
、
農
業

者
年
金
基
金
加
入
者
は
、
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

●
加
入
の
し
か
た

埼
玉
県
国
民
年
金
基
金
に
、

「
国
民
年
金
基
金
加
入
申

も
う
し

出で

書
」

を
提
出
（
郵
送
可
）。

＊
い
っ
た
ん
加
入
す
る
と
、
個
人

の
都
合
で
任
意
に
脱
退
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
脱
退
時

に
掛
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

●
掛
金
に
つ
い
て

加
入
し
た
年
金
の
型
・
口
数
・

加
入
・
増
口
時
の
年
齢
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。
掛
金
は
、
指
定
の

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
と
の
関
係

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
年
金
が
未
納
と
な

私立保育園の開設・入所申し込みのお知らせ私立保育園の開設・入所申し込みのお知らせ私立保育園の開設・入所申し込みのお知らせ
新たに下記のとおり、はるかぜ保育園が開設されます。今年度は、保育園

の都合により暫定開園となります。なお、来年度以降は定員が60人となり、

延長保育を実施していく予定です。詳しくは、お尋ねください。

●はるかぜ保育園
開設予定日…10月１日隻（保育の実施は

２日席から）

所在地…大
おお

中
なか

居
い

571－１

保育時間…月～金曜日＝午前７時～午後６

時$土曜日＝午前７時～午後１時30分

入園年齢…８か月から就学前児童まで

今年度受け入れ人数…０歳児＝３人$１歳

児＝４人$２歳児＝５人$３歳～５歳児＝合わせて６人

＊ことし４月１日時点での年齢です。

申し込み…所定の申請書類により、９月８日昔までに、こども家庭課（本庁
舎２階）

問い合わせ…こども家庭課保育係・℡内線2584

老
人
保
健
の
減
額
認
定

証
の
更
新
に
つ
い
て

入
院
の
際
、
申
請
に
よ
り
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
認
定
証
を
交
付

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者
証

（
白
色
）
で
医
療
を
受
け
て
い
る

方
が
入
院
し
た
と
き
、
そ
の
方
の

世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
の

東
中
学
校 

ウニクス 
南古谷店 

九
十
川

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

はるかぜ 
　保育園 

南古谷駅 

JR 
川越線 

川
越
新
座
線

県
道

所在地
略図
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事
例

「
ほ
か
の
人
が
閉
め
た
車
の
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に
、
頭
を

挟
ま
れ
打
撲
し
た
」「
指
を
挟
ん
で
骨
折
し
た
」
な
ど
の

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
急
な
坂
道
で
、
ス

ラ
イ
ド
ド
ア
を
開
け
た
状
態
で
作
業
を
し
て
い
る
と
き
、

急
に
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
体
を
挟
ま
れ
た
」
と
い
う
事
故
も

起
き
て
い
ま
す
。
大
き
く
て
重
い
ド
ア
は
、
重
大
な
事
故

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に
挟
ま
れ
る
衝
撃
力
は
非
常
に
大
き
い

の
で
、
閉
め
る
と
き
に
は
、
ド
ア
周
辺
の
人
に
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
子
ど
も
の
行
動
に
は
、
気
を

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

②
坂
道
で
の
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
開
閉
に
は
、
か
な
り
の
力
が

か
か
り
ま
す
。
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
手
を
放
す
と
、
勢

い
よ
く
ド
ア
が
閉
ま
り
、
大
け
が
を
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
慎
重
に
扱
い
ま
し
ょ
う

③
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
が
開
い
て
い
て
も
、
後
続
車
か
ら
は
わ

か
り
に
く
く
、
特
に
夜
間
は
、
急
に
降
り
る
と
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
車
か
ら
降
り
る
人

も
、
周
辺
を
走
行
す
る
車
を
運
転
す
る
人
も
、
双
方
共

に
注
意
が
必
要
で
す

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

車
の
ド
ア
に
注
意

137

この季節は、生ごみから

発生する悪臭に悩まされる

ことが多いのではないでし

ょうか。悪臭を防ぐには、

生ごみを出さないようにす

ることが大事。買い物や料

理をする際には、食べきれ

る量にするなど、生ごみを

できるだけ出さないように

心がけましょう。

どうしても出てしまう生

ごみは、含まれている水分

が悪臭のもとになるので、

よく水切りをしましょう。

水切りをすることによっ

て、ごみの軽量化や焼却場

で燃やす際のエネルギーの

節約にもなります。

また、生ごみ処理機を使

うと、生ごみをたい肥化す

るので、花壇や家庭菜園で

有機肥料として利用するこ

とができます。市では、生ごみ処理機を購入しようと

する方に補助金を交付しています。ぜひご利用くださ

い。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2636

もったいないから、ごみ減らし！
生ごみの減量

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

伏
せ
」
な
ど
、
犬
が
人
の
社
会
で
問
題

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
基
本
的
な
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
管
理
面
で
は
、
季
節
に
合
っ
た
飼

育
が
必
要
で
す
。
特
に
夏
や
冬
の
時
期

は
、
犬
小
屋
の

日
ざ
し
や
風
の

入
り
具
合
な
ど

を
考
慮
す
る
こ

と
や
散
歩
時
間

な
ど
に
配
慮

犬
を
飼
う
に
は

犬
は
動
物
の
中
で
、
最
も
古
く
か
ら

人
と
共
に
生
活
し
、
最
初
に
家
畜
化
さ

れ
た
動
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
犬
と

人
と
の
か
か
わ
り
の
歴
史
は
長
く
、
犬

は
人
と
深
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
犬
を
飼

う
に
は
し
つ
け
面
・
管
理
面
・
健
康
面

な
ど
を
考
え
、
種
類
ご
と
の
特
性
を
十

分
に
生
か
し
た
接
し
方
が
重
要
で
す
。

し
つ
け
面
で
は
、「
座
れ
、
待
て
、

し
、
犬
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境

作
り
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
飼
育
場
所

の
周
辺
は
、
ふ
ん
や
毛
な
ど
を
放
置
せ

ず
、
こ
ま
め
に
片
づ
け
、
常
に
清
潔
に

保
つ
こ
と
を
心
が
け
、
近
所
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

面
で
は
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
体
調
を
観
察

し
、
年
に
一
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
狂
犬
病
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
う
こ
と

が
、
健
康
に
飼
う
コ
ツ
で
す
。

L i fe
with
pets
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投票率向上のために
●期日前投票
投票日当日に仕事・結婚式がある、旅行・レジャーに出かける、入院を予定しているなどの理

由で投票所に行けない場合は、期日前投票ができます。期日前の投票所（当日の投票所とは場所
が異なります）に入場券を持参し、投票用紙の請求書兼宣誓書を記入してから投票してください。
なお、入場券が手もとにないときは、受け付けに申し出てください。
市役所本庁舎では、公示日または告示日の翌日から投票日の前日まで期日前投票を実施します。

時間は、午前８時30分から午後８時までです。市役所本庁舎以外の期日前投票の会場や期間な
どについては、選挙のつどお知らせします。

選挙管理委員会事務局・℡内線3712

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

こ
の
子
の
ケ
ー
ス
を
あ
げ
た
理
由

は
、
こ
の
子
は
自
分
を
守
っ
て
く
れ
る

べ
き
親
か
ら
ひ
ど
い
虐
待
を
受
け
て
、

ミ
ル
ク
も
飲
ま
せ
て
も
ら
え
な
く
て
亡

く
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
生
後

一
か
月
の
と
き
に
入
院
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
子
ど
も
は
、
自
分
の
親
か

ら
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
分
を
救
っ
て

く
れ
る
べ
き
小
児
科
医
と
児
童
相
談
所

か
ら
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
た
ん
で
す
。
ネ

グ
レ
ク
ト
と
は
、
ほ
っ
た
ら
か
す
、
何

も
し
な
い
、手
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
子
は
二
重
に
虐
待
を
受
け
た
ん
で

す
ね
。
私
が
一
つ
訴
え
た
い
の
は
、
虐

待
の
問
題
は
、
自
分
た
ち
も
加
害
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。重
大
な
責
任
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
た
め
に
行
動
し
な
い
と
き

に
、
私
た
ち
も
子
ど
も
に
と
っ
て
は
虐

待
者
に
な
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
子
ど
も
の
権
利
、
法
的
権
利

を
守
る
の
は
親
な
わ
け
で
す
ね
。
そ
の

親
が
子
ど
も
の
法
的
権
利
を
守
っ
て
い

な
い
と
き
に
、
で
は
、
誰
が
子
ど
も
の

権
利
を
守
る
の
か
。
子
ど
も
は
自
分
か

ら
弁
護
士
を
雇
う
こ
と
も
で
き
な
い

し
、
電
話
を
か
け
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
求
め
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
で
は
、
誰
が
そ
の

子
ど
も
の
権
利
を
代
弁
す
る
ん
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
私
た
ち
で
す
。
市
民
な

ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
し
な
い
と
き
に
、

私
た
ち
も
子
ど
も
に
と
っ
て
、
虐
待
者

に
な
る
ん
で
す
。
自
分
に
は
子
ど
も
が

い
な
い
か
ら
と
か
、
自
分
は
子
ど
も
を

ち
ゃ
ん
と
育
て
て
い
る
か
ら
と
か
、
そ

う
い
う
問
題
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
種
類

の
問
題
と
し
て
、
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
で
す
。

こ
の
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
私
は
鑑
定
書
を
書
い
て
、
親
に
対

す
る
懲
罰
的
な
対
応
で
し
か
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
子
ど

も
に
と
っ
て
社
会
は
冷
た
か
っ
た
で
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

私
た
ち
が
家
を
造
る
際
に
は
、
都
市
計
画
法
や
建
築

基
準
法
な
ど
の
法
律
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
律

は
、
住
環
境
や
建
築
物
の
安
全
性
の
最
低
限
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
住
み
よ
い

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に
身
近
な
地
域

を
対
象
に
し
た
、
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

が
必
要
と
な
り
ま
す
。き
め
細
か
な
ル
ー
ル
と
し
て
は
、

一
部
の
地
区
を
特
別
な
ま
ち
づ
く
り
の
区
域
に
設
定
し

て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
を
整
備
し
た
り
、

住
環
境
の
悪
化
を
防
止
し
た
り
す
る
、
地
区
計
画
が
あ

り
ま
す
。

地
区
計
画
は
、
地
区
の
特
性
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
に
し
た
い
か
と
い
う
方
針
と
、
建
築
物
の
用

途
・
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
・
建
ぺ
い
率
容
積
率
の
最

高
限
度
・
壁
面
位
置
の
制
限
な
ど
を
定
め
て
い
る
、
地

区
整
備
計
画
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
の
区
域
内
で
建
物
を
建
て
る
場
合
、
工
事

着
手
の
三
十
日
前
ま
で
に
市
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
は
、
届
け
出
内
容
が

地
区
整
備
計
画
に
適
合
し
て
い

る
か
確
認
し
ま
す
。
適
合
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
計
画
の
変

更
な
ど
の
助
言
･
指
導
を
行
い

ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は
霞
ケ

関
地
区
地
区
計
画
ほ
か
九
か
所

で
、
新
し
い
ま
ち
の
ル
ー
ル
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

新
し
い
ま
ち
の
ル
ー
ル

霞ケ関地区地区計画が設定されている霞ケ関地区地区計画が設定されている霞ケ関地区地区計画が設定されている
伊勢原町４丁目伊勢原町４丁目伊勢原町４丁目

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、

人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
③



短
　
歌

四
元
仰
・
選

今こ

年と
し

竹だ
け

弓
の
ご
と
く
に
し
な
や
か
に
雨
に
う
た
れ
て
み
ど
り
つ
や
増
す

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

思
い
き
り
土
を
つ
か
み
し
冬
草
の
強
き
力
に
我わ

れ

は
た
じ
ろ
ぐ

大
川
ふ
じ(

下
小
坂)

座
り
居
る
床
屋
の
鏡
に
写
り
た
る
姿
老
い
た
り
う
す
き
頭
髪

小
澤
繁
雄(

石
原
町
二
丁
目)

片
腕
を
義
母

は

は

の
杖つ

え

と
し
て
庭
を
歩
き
あ
じ
さ
い
の
花
に
愁

う
れ
い

を
感
ず

岡
本
孝
子(

今
福)

初
め
て

も

ぎ
し
い
ん
げ
ん
夕ゆ

う

餉げ

の
食
卓
に
の
せ
て
喜
ぶ
小
さ
き
幸
せ

堅
木
梅
子(

的
場)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

桜
桃
の
み
の
れ
る
国
へ
子
を
産
み
に

清
水
久
枝(

通
町)

薫
風
や
寺
に
ぶ
ら
り
と
大
草
鞋

わ

ら

じ

池
田
富
子(

砂
新
田)

三み
つ

成な
り

の
史
跡
と
な
り
し
噴ふ

け

井い

か
な

横
溝
幸
子(

霞
ケ
関
東
二
丁
目
）

万
緑
や
九
十
九

つ

づ

ら

折お
り

来
て
水
の
音

新
関
博
三(

岸
町
三
丁
目
）

鬼
瓦
ど
っ
か
と
座
り
夏
に
入
る

平
田
泰
次(

元
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

盆
休
み
兼
ね
て
集
ま
る
ク
ラ
ス
会

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

寝
た
き
り
の
夫
の
合
図
は
咳せ

き

ば
ら
い

渡
辺
鏡
子(

霞
ケ
関
北
四
丁
目)

帰
省
子
を
見
送
る
母
の
背
が
丸
い

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

負
け
ぬ
気
で
孫
と
競
っ
た
腕
相
撲

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目
）

田た

植う
え

機
の
早
さ
昔
を
想お

も

い
出
す

藤
崎
本
男(

菅
間)

応募方法（10月掲載分は８月31日斥必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

私
た
ち
は
今
、
か
が
や
き
タ
イ

ム
で
外
国
の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま

す
。
六
月
十
二
日
に
は
、
東
京
国

際
大
学
の
み
な
さ
ん
と
交
流
会
を

し
ま
し
た
。
私
は
、
外
国
の
人
と

あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
少
し
き
ん
張
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
話
し
て
い
る
う
ち
に

だ
ん
だ
ん
な
れ
て
き
た
の
で
、
留

学
生
の
人
た
ち
に
日
本
と
の
ち
が

い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、

日
本
は
ど
ん
な
国
か
、
行
っ
て
み

た
い
国
は
ど
こ
か
な
ど
も
聞
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
留
学
生
は
、
平

和
で
い
い
国
な
の
で
、
日
本
に
ま

た
来
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
他ほ

か

に
も
、

き
ら
い
な
食
べ
物
な
ど
い
ろ
い
ろ

聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
留
学
生
の
み
ん
な
と

だ
る
ま
お
と
し
や
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど

日
本
の
昔
遊
び
を
し
ま
し
た
。
私

も
や
っ
た
け
ど
、
む
ず
か
し
か
っ

た
で
す
。
留
学
生
が
、

「
ベ
ー
ゴ
マ
は
、む
ず
か
し
い
ね
。」

と
、
言
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
留
学
生
と
一い

っ

緒し
ょ

に
硬

筆
を
し
ま
し
た
。
漢
字
は
初
め
て

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め

て
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
き
れ
い
な

字
で
、
ど
の
人
も
と
っ
て
も
上
手

で
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
お
別
れ
の
時
が
き
ま
し

た
。
留
学
生
た
ち
は
、
日
本
語
で

さ
よ
な
ら
を
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
留
学
生
の
人
も
日
本
語
の
勉

強
を
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
い
つ
か
ま
た
、
会
い
た

い
で
す
。
今
日

き

ょ

う

は
交
流
会
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
留
学
生
と
の
交
流
会

川
越
第
一
小
学
校
五
年
　
　
亀か

め

山や
ま

遥は
る
か
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オシロイバ

ナの黒くて丸

い種を、子ど

ものころ集め

たことはあり

ませんか？

種の皮をむく

と中身は白

く、これをつ

ぶして出来る

白い粉を、子どもたちがおしろい代

わりに使って遊んだことから名前が

付いたそうです。

ラッパ状の形をし

ている花びらの部分

は、実はがく。秋に

は午前から、初夏に

は午後４時ごろから咲き出し、ほの

かな甘い香りが、蒸し暑さを一瞬忘

れさせてくれます。オシロイバナの

花期は長く、７月から10月くらい

まで、目を楽しませてくれます。

オシロイバナ

黒くて丸い種黒くて丸い種黒くて丸い種



「
あ
い
ア
イ
」
で
は
、
こ
の
よ

う
な
展
示
会
の
ほ
か
、
各
種
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
へ
の
応
募
も
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
は
、
楢な

ら

木き

陽よ
う

さ
ん

（
29
歳
・
清し

水み
ず

町
ち
ょ
う

）
の
詩
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ハ
ー
ト
展
に
入
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
が
、

来
年
春
に
上
映
さ
れ
る
映
画
「
筆

子
そ
の
愛
」（
常
盤

と

き

わ

貴た
か

子こ

主
演
）

の
タ
イ
ト
ル
映
像
な
ど
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
、
全
国
に
情
報
発
信
し
て

い
る
川
越
。
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を

合
わ
せ
て
、
ま
す
ま
す
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
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き
ま
し
た
。
建
物
の
全
体
を
描
く

だ
け
で
な
く
、
特
徴
の
あ
る
部
分

を
切
り
取
っ
て
描
い
た
絵
に
、
ざ

ん
新
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
川
越
に
は
新
し
い
物
、
古
い

物
な
ど
題
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
絵
に
な
る
ま
ち
で
す
ね
。
息

子
の
喜よ

し

裕ひ
ろ

（
29
歳
）
も
、
川
越
が

大
好
き
で
す
」
と
、「
あ
い
ア
イ
」

川
越
代
表
の
岩い

わ

崎さ
き

美み

喜き

代よ

さ
ん

（
56
歳
・
新あ

ら

宿
じ
ゅ
く

町ま
ち

五
丁
目
）。

オアシスで絵を描く、
「あいアイ」の皆さん

オ
ア
シ
ス
に
伺
う
と
、
皆
さ
ん

は
創
作
の
真
っ
最
中
。
顔
を
ペ
ン

に
近
づ
け
て
、
一
生
懸
命
に
細
か

い
線
を
描
く
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
展
示
会

場
の
市
立
博
物
館
へ
出
発
。
こ
と

し
一
月
か
ら
三
月
ま
で
、
市
内
を

散
歩
し
な
が
ら
描
い
た
絵
を
中
心

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
入
っ
た
と
た
ん
、
鮮
や

か
な
色
使
い
が
目
に
飛
び
込
ん
で

五百羅漢や蔵造り・時の鐘・
喜多院のほか、洋館・川越城
本丸御殿・サツマイモなど、
川越ならではの作品が展示さ
れました

楢木さんと、ＮＨＫハート展
入選作品（上）

みんなでみんなでみんなで描描描いたいたいた
大好大好大好きなきなきな
川越!!川越!!川越!!

表通り裏通り表通り裏通り表通り裏通り

６月６月６月272727日～７月日～７月日～７月222222日、市立博物館で「あいアイ作品日、市立博物館で「あいアイ作品日、市立博物館で「あいアイ作品
展」が開催され、多くの市民や観光客の皆さんが訪れま展」が開催され、多くの市民や観光客の皆さんが訪れま展」が開催され、多くの市民や観光客の皆さんが訪れま
した。した。した。「あいアイ」は、知的障害のある方が絵画や書を「あいアイ」は、知的障害のある方が絵画や書を「あいアイ」は、知的障害のある方が絵画や書を
創作することにより自立を目指すグループ。今回は川越創作することにより自立を目指すグループ。今回は川越創作することにより自立を目指すグループ。今回は川越
を題材に、40人の描いた作品60点が展示されました。を題材に、40人の描いた作品60点が展示されました。を題材に、40人の描いた作品60点が展示されました。
７月２日、まずは「あいアイ」がふだん活動している７月２日、まずは「あいアイ」がふだん活動している７月２日、まずは「あいアイ」がふだん活動している
オアシスに向かいました。オアシスに向かいました。オアシスに向かいました。

絵や書の作者と、それを助ける皆さんが市立博物館に集合絵や書の作者と、それを助ける皆さんが市立博物館に集合絵や書の作者と、それを助ける皆さんが市立博物館に集合



川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット

川越のまちづくりを考える
川越の歴史や文化を生かしたまちづくりのモデルを、東

洋大学工学部の学生が提案する「まちかど講評会」。７月

16日と17日に、本町の長屋（元
もと

町
まち

１丁目）で行われまし

た。今回のテーマは、濯紫公園を敷地とした「川辺の川越

まちづくりライブラリー」。180点のモデルの中から選ば

れた、16点が並びました。学生の皆さんの自由な発想が、

これからの川越を考えるきっかけになりそうです。
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精巧に作られ精巧に作られ精巧に作られ
た模型を、訪た模型を、訪た模型を、訪
れた皆さんはれた皆さんはれた皆さんは
見入っていま見入っていま見入っていま
したしたした

山車作りは簡単!?
毎回さまざまな催しを行っている、市立博物館の土曜体

験教室。７月15日は、埼玉大学教育学部の学生10人が講

師となって、牛乳パックを使った山車作りが行われました。

午後の回には39人が参加。子どもと大人がいっしょにな

って、にぎやかに制作は始まりました。参加した皆さんは

「思ったよりも簡単」「山車作りって楽しい！」。満足した

様子で、自作の山車を持ち帰っていました。

お母さん、
ボクが切るよ！

待ちに待った霞ケ関駅北口が開通！
７月15日、霞ケ関駅北口が開通しました。

駅前広場には、市内で初めて送迎用駐車場を整

備。北口と南口を24時間行き来できる自由通

路も、同時に開通しました。式典は、500人以

上の市民の皆さんが参加。式典の前後には、地

域の皆さんによる獅子舞や鯨井の万作などが披

露され、北口の開通を祝っていました。 開通式のテープカット開通式のテープカット開通式のテープカット
上戸獅子舞で、上戸芸能保存会の上戸獅子舞で、上戸芸能保存会の上戸獅子舞で、上戸芸能保存会の
皆さんがお祝い皆さんがお祝い皆さんがお祝い

大学生に教えてもらい
ながら作る、子どもた
ちの目は真剣

川
越
工
業
高
校
自
転
車
競
技
部

人

川

越

27

同
部
は
、
十
年
以
上
連
続
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
し
て

い
ま
す
。
過
去
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
五
十
人
以

上
の
プ
ロ
選
手
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
部
員
は
二
十
三
人
。
ふ
だ
ん
の
練
習
は
、
五
十

キ
ロ
以
上
の
距
離
を
自
転
車
で
走
り
込
み
ま
す
。時
に
は
、

百
キ
ロ
以
上
を
走
る
こ
と
も
…
…
。
毎
日
の
通
学
も
練
習

の
一
環
。
片
道
約
二
十
八
キ
ロ
の
道

の
り
を
、
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る

部
員
も
い
ま
す
。
「
練
習
は
厳
し
い

け
れ
ど
、
妥
協
せ
ず
、
こ
の
夏
を
乗

り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
同
部

部
長
の
嶌し

ま

田だ

義よ
し

明あ
き

さ
ん
。
嶌
田
さ
ん

は
、
こ
の
夏
ベ
ル
ギ
ー
で
開
か
れ
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会
」
で

ロ
ー
ド
の
長
距
離
部
門
に
出
場
し
ま

す
。ま

た
、
毎
年
秋
に
は
川
越
水
上
公

園
で
行
わ
れ
る
キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
の
開
催
を
部
員
全
員
で
手

伝
い
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、厳
し
い
練
習
に
励
み
、

全
国
大
会
で
の
総
合
優
勝
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。



信
号
の
な
い
交
差
点
な
ど
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
通
行

す
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
。
鐘
つ
き
通
り
を
歩
い

て
い
る
と
、
珍
し
い
形
を
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
普

通
は
、
丸
く
て
オ
レ
ン
ジ
色
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
四
角
い
形
で
、
鏡

の
枠
は
木
、
屋
根
も
付
い
て
い

ま
す
。

設
置
し
た
総
合
交
通
政
策
課

に
よ
る
と
、
蔵
の
町
並
み
に
合

う
物
を
考
え
た
そ
う
で
す
。
周

囲
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
で
い

て
、
昔
か
ら
こ
こ
に
あ
っ
た
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
時
の
鐘
は
時

刻
を
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

通
り
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
そ

う
で
す
ね
。

編集後記
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38年ぶりに高校の時の同窓会が

市内で開かれ、約半数の旧友が集い

ました。出席名簿と当時の写真を頼

りに話をしていくうちに、当時のク

ラス内やクラブでの思い出の１こま

がよみがえりました。その中で話題

の１つとなったのは、まもなく訪れ

る定年後の話でした。私たち団塊世

代が、今後の少子高齢化に少なから

ず影響を与えている事が取りざたさ

れている今日。過去から未来へ、そ

れぞれの思いを語り合い、楽しいひ

とときを過ごすことができました。

表
紙
の
地
図
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

蒸し暑い梅雨が続く７月14日、壁面緑化の植物たちは元気に成

長しています。その中でも、特に元気がいいのはゴーヤ。病気や害

虫の被害もなく、葉が覆う高さは３メートルを超えています。特に

４階は成長が早く、屋上までその勢力を拡大。昨年まで夏の強い日

ざしが差し込んでいた教室には、葉が陰を落とすようになりました。

子どもたちも壁面緑化の効果を実感し始めたようです。

市では地球温暖化やヒートアイランド現象への対応策として、

10月から市街化区域内の建築物への屋上緑化や壁面緑化に、補助

金を支給する制度を開始します。申請方法など、詳しくは７ページ

をご覧ください。

問い合わせ…環境政策課みどりの係・℡内線2615

「涼しくなったよ」。
快適な環境で勉強に励む、
川越小学校６年生の皆さん

壁面緑化で涼しく過ごす⑤
環境トピックス

ゴーヤは葉が密集し、ヘゴーヤは葉が密集し、ヘゴーヤは葉が密集し、ヘ
チマは花が咲いていますチマは花が咲いていますチマは花が咲いています

市役所

作品位置作品位置作品位置

至本川越駅

札の辻

鐘つき通り鐘つき通り鐘つき通り


